
経路：那覇バスターミナル～牧志～儀保～本院～長田～
中部商業高校前～琉大北口

●タクシー・乗用車での所要時間

所要時間：那覇バスターミナルより本院まで約 50 分

※モノレール儀保駅からバス（97 番）で約 30 分

●バス（那覇バス）

◆那覇市街より約 25 分
◆沖縄市街より約 20 分

◆那覇空港より約 35 分
◆モノレール首里駅から約 10 分



会場へは、病院側入口 (タクシー乗り場近く）
『病院夜間入口』より院内を通り、案内板を
ご確認下さい。

会場：臨床講義棟２F大講義室

医学部側入口

病院側入口

夜間入口
タクシー乗り場・バス停

会場へのご案内
－　琉球大学医学部　臨床講義棟　２F　－



 

座長一覧

セッション 時間 演題番号 氏名 所属

1 8:00 ～ 8:56 1-7 松岡秀樹 鹿児島大学

2 8:56 ～ 9:52 8-14 平野照之 熊本大学

3 9:52 ～ 10:40 15-20 法化図陽一 大分県立病院

4 10:40 ～ 11:28 21-26 高島 洋 佐賀県立病院好生館

5 11:28 ～ 12:24 27-33 大八木保政 九州大学

12:30 ～ 13:00 ランチョンセミナー

 13:00 ～ 13:30 世話人会  

6 13:30 ～ 14:18 34-39 湧川佳幸 九州医療センター

7 14:18 ～ 15:06 40-45 綾部光芳 久留米大学

15:06 ～ 15:15 （休憩）

8 15:15 ～ 16:11 46-52 古谷博和 NHO 大牟田病院

9 16:11 ～ 17:07 53-59 末原雅人 NHO 沖縄病院
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セッション 1 （8：00～8：56）            松岡秀樹（鹿児島大学） 

 
 
1．多発する脳梗塞を繰り返した Trousseau 症候群の 1 例 

佐世保市立総合病院 内科 川崎玲奈 

2．腕頭動脈内の異常構造物を塞栓源として発症した脳梗塞の一例 

熊本赤十字病院 神経内科 中間達也 

3．下行大動脈原性脳塞栓症の一例 

国立病院機構 福岡東医療センター 脳血管内科 東佐保 

4．抗精神病薬の関与が考えられた奇異性脳塞栓症の一例 

鹿児島医療センター脳血管内科 山下ひとみ 

5．Micro-embolic signals(MES)の検出を治療効果判定に用いた脳梗塞の１症例 

今村病院分院 神経内科 棈松貴成 
6．発語困難で発症した頭頂葉梗塞の一症例 

京都市立病院 神経内科 藤田篤史 

７．HACEK 群による感染性心内膜炎が原因となった心原性脳塞栓症の 1 例 

熊本大学 神経内科 進藤誠悟 

 

 

セッション 2 （8：56～9：52）         平野照之（熊本大学） 
 

 

8． 手掌・両側口症候群を呈した橋出血の一例 

佐賀大学医学部 地域医療支援学講座 山口りか 

9．  

九州労災病院 脳血管内科 古田芳彦 

10．経食道心エコーでの経時的な観察が有用であった乳頭状弾性線維腫の 1 例 

九州医療センター 脳血管神経内科 國場和仁 

11．認知症で発症し PET-CT が診断に有用であった血管内リンパ腫の１例 

熊本大学 神経内科 永利聡仁 

12．βサラセミアの関与が疑われた若年性脳梗塞の１例 

熊本市民病院 俵 望 

13．甲状腺機能亢進症と類もやもや病を合併した脳梗塞の 1 例 

済生会熊本病院脳卒中センター神経内科 河野浩之 

14．脳動静脈奇形を伴った脳表ヘモジデリン沈着症の 1 例 

大分大学総合内科学第 3 講座 天野優子 

 

 

 

 

 

 

Limb shaking で発症した脳静脈血栓症の一例 
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セッション 3 （9：52～10：40）       法化図陽一（大分県立病院） 

 

 
 

15．可逆性脳梁膨大部病変を伴った脳炎の 2 例 

済生会熊本病院神経内科 塚本 遥 

16．初期に可逆性の脳梁膨大部病変を伴う軽症脳炎脳症(MERS)に類似した画像所見を呈

した急性散在性脳脊髄炎の一例 

聖マリア病院 脳血管内科・神経内科 前田 亘一郎 

17．ステロイドが著効した、後頭葉皮質に高信号を呈し脳波で PSD 様所見を呈した自己

免疫性脳炎の一例 

鹿児島市医師会病院 髙口 剛 

18 ．潰 瘍 性 大 腸 炎 お よ び 腎 血 管 性 高 血 圧 に 合 併 し た posterior reversible 

encephalopathy syndrome(PRES)の一例 

済生会福岡総合病院神経内科 廣岡さとみ 

19．脳症と鑑別が必要だったチョウセンアサガオ中毒の一例 

大分県立病院 神経内科 日野天佑 

20．視神経脊髄炎に強皮症を合併した 1 例 

九州大学大学院医学研究院神経内科学 岩永育貴 

 

 

 

セッション 4 （10：40～11：28）      高島 洋（佐賀県立病院好生館） 

 

 

21．小脳に主病変がありメフロキンが有効であった PML の 2 例 

熊本市民病院神経内科 山本文夫 

22．多発性硬化症に対するインターフェロン治療経過中に Basedow 病を発症した一例 

長崎大学第一内科 本田智大 

23．持続性吃逆が診断に有用であった Neuromyelitis optica spectrum disorder の一

例 

産業医科大学医学部 神経内科学 松尾嘉三 

24．高齢発症抗アクアポリン 4 抗体陽性脊髄炎の臨床特徴 

福岡大学神経内科 三嶋崇靖 

25．卵巣奇形腫除去なしに素早く症状軽快した抗 NMDA 受容体脳炎の一例 

長崎市立市民病院内科 高橋良輔 

26．抗 GAD 抗体陽性１型糖尿病の治療中に高血糖性脳症と小脳失調症を併発した一例 

鹿児島大学病院神経内科 篠原和也 
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（11：28～12：24） 

「日本人における脳梗塞治療のストラテジー  ～抗血栓薬のリスク＆ベネフィット～」  
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